
目
　
　
　
次

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
一

事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
立
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
学
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
一

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
及
び
山
梨
県
高
等
学
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
四

励
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

○
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
六

員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
六

○
非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七

○
山
梨
県
立
学
校
の
副
校
長
設
置
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

○
教
育
次
長
等
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

人
事
委
員
会

○
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

○
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六

○
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇

○
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四

○
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五

○
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五

○
人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五

○
山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
二
五

○
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六

そ
　
の
　
他

○
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範

囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
教
育
委
員
会
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範

囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
の
表
一
の
項
中
「
二
の
項
」
を
「
三
の
項
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
四
の
項
」
を
「
五

の
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

山
梨
県
立
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
学
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
立
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
学
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
学
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
立
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規

則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
学
則

目
次
中
「
授
業
料
及
び
入
学
審
査
料
」
を
「
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
審
査
料
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
」

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年

三
月
三
十
日

号
外
第
二
十
九
号

金　曜　日



に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
位
置
」
の
下
に
「
、
教
育
の
対
象
と
す
る
障
害
種
別
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

第
七
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章

授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
審
査
料

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
「（
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
審
査
料
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
授

業
料
及
び
入
学
審
査
料
」
を
「
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
審
査
料
」
に
、「
山
梨
県
立
学
校
授
業

料
並
び
に
入
学
審
査
料
条
例
」
を
「
山
梨
県
立
学
校
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
審
査
料
条
例
」
に

改
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

名
　
　
　
称

位
　
　
　
　
　
　
置

教
育
の
対
象

部

種
　
別

学
　
科
修
業

と
す
る
障
害

年
限

種
別

山
梨
県
立
盲

山
梨
県
甲
府
市
下
飯
田

視
覚
障
害

幼
稚
部

三
年

学
校

二
丁
目
一
〇
番
二
号

以
下

小
学
部

六
年

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

保
健
理
三
年

療
科

専
攻
科

保
健
理
三
年

療
科

理
療
科
三
年

山
梨
県
立
ろ

山
梨
県
山
梨
市
大
野
一

聴
覚
障
害

幼
稚
部

三
年

う
学
校

、
〇
〇
九
番
地

以
下

小
学
部

六
年

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

山
梨
県
立
甲

山
梨
県
甲
府
市
下
飯
田

肢
体
不
自
由

小
学
部

六
年

府
支
援
学
校

二
丁
目
一
〇
番
三
号

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

山
梨
県
立
あ

山
梨
県
韮
崎
市
旭
町
上

肢
体
不
自
由

小
学
部

六
年

け
ぼ
の
支
援

条
南
割
三
、
二
五
一
番

学
校

地
一

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

山
梨
県
立
わ

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

知
的
障
害

小
学
部

六
年

か
ば
支
援
学

有
野
二
、
七
三
九
番
地

校

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

同
ふ
じ
か
わ

山
梨
県
南
巨
摩
郡
鰍
沢

知
的
障
害

小
学
部

六
年

分
校

町
五
、
六
七
三
番
地
の

一
二

中
学
部

三
年

山
梨
県
立
や

山
梨
県
大
月
市
富
浜
町

知
的
障
害

小
学
部

六
年

ま
び
こ
支
援

宮
谷
一
、
四
九
七
番
地

学
校

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

山
梨
県
立
富

山
梨
県
甲
府
市
富
士
見

病
弱

小
学
部

六
年

士
見
支
援
学

一
丁
目
一
番
一
号

校

中
学
部

三
年

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二



同
旭
分
校

山
梨
県
韮
崎
市
旭
町
上

病
弱

小
学
部

六
年

条
南
割
三
、
三
一
四
番

地
の
一
三

中
学
部

三
年

山
梨
県
立
ふ

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

知
的
障
害

小
学
部

六
年

じ
ざ
く
ら
支

河
口
湖
町
船
津
六
、
六

肢
体
不
自
由

援
学
校

六
三
番
地
の
一

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

山
梨
県
立
か

山
梨
県
甲
府
市
東
光
寺

知
的
障
害

小
学
部

六
年

え
で
支
援
学

二
丁
目
二
五
番
一
号

校

中
学
部

三
年

高
等
部

本
　
科

普
通
科
三
年

（
山
梨
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
の
修
学
旅
行
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
の
修
学
旅
行
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に

関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。題

名
中
「
山
梨
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
」
に

改
め
る
。

第
一
条
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
、「
行
な
う
」
を

「
行
う
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
心
身
障
害
児
適
正
就
学
推
進
委
員
会
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
心
身
障
害
児
適
正
就
学
推
進
委
員
会
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規

則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
障
害
児
適
正
就
学
推
進
委
員
会
規
則

第
一
条
中
「
山
梨
県
心
身
障
害
児
適
正
就
学
推
進
委
員
会
」
を
「
山
梨
県
障
害
児
適
正
就
学
推
進

委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
心
身
に
障
害
を
有
す
る
」
を
「
障
害
の
あ
る
」
に
改
め
、「（
以
下
「
心
身
障
害
児
」

と
い
う
。）」
を
削
る
。

第
三
条
中
「
心
身
の
障
害
」
を
「
障
害
」
に
、「
県
立
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を

「
県
立
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
養
護
学
校
通
学
区
域
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

山
梨
県
立
養
護
学
校
通
学
区
域
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
通
学
区
域
等
に
関
す
る
規
則

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
養
護
学
校
（
以
下
「
養
護
学
校
」
と
い
う
。）」
を
「
山
梨
県
立
特
別
支

援
学
校
（
以
下
「
特
別
支
援
学
校
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

別
表
甲
府
養
護
学
校
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
梨
県
立
盲
学
校
　
県
下
全
域

山
梨
県
立
ろ
う
学
　
県
下
全
域

校別
表
山
梨
県
立
甲
府
養
護
学
校
の
項
中
「
山
梨
県
立
甲
府
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
甲
府
支
援

学
校
」
に
改
め
、
同
表
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
養
護
学
校
の
項
中
「
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
養
護
学
校
」

を
「
山
梨
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
山
梨
県
立
わ
か
ば
養
護
学
校
（
小
学
部
・
中

学
部
）
の
項
中
「
山
梨
県
立
わ
か
ば
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
わ
か
ば
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同

表
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
養
護
学
校
の
項
中
「
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
や
ま

び
こ
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
山
梨
県
立
富
士
見
養
護
学
校
の
項
中
「
山
梨
県
立
富
士
見
養
護
学

校
」
を
「
山
梨
県
立
富
士
見
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
山
梨
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
の
項
中

「
山
梨
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
山

梨
県
立
か
え
で
養
護
学
校
の
項
中
「
山
梨
県
立
か
え
で
養
護
学
校
」
を
「
山
梨
県
立
か
え
で
支
援
学

校
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

山
梨
県
公
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
級
編
制
の
基
準
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
小
学
校
の
項
、
中
学
校
の
項
及
び
第
三
項
中
「
第
七
十
五
条
に
規
定
す
る
特

殊
学
級
」
を
「
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
支
援
学
級
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
特
殊
学
級
」
を
「
特
別
支
援
学
級
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「
特
殊
学
級
」
を
「
特
別
支
援
学
級
」
に
、「
特
殊
学
級
」
を

「
特
別
支
援
学
級
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

三



（
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を

「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

（
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
教
育
職
員
免
許
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

山
梨
県
教
育
職
員
免
許
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
の
三
中
「
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
及
び
第
十
一
号
様
式
の
二
中
「
特
殊
教
育
」
を
「
特
別
支
援
教
育
」
に
、「
盲
学

校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

山
梨
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
特
別
支
援
教
育
部
の
項
中
「
心
身
障
害
児
」
を
「
障
害
児
」
に
、「
特
殊
教
育
」
を
「
特
別

支
援
教
育
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
十
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
特
殊
教
育
諸
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

一
　
山
梨
県
立
美
術
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則

第
三
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

二
　
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会

規
則
第
二
号
）
第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

三
　
山
梨
県
立
保
存
民
家
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規

則
第
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

四
　
山
梨
県
立
文
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
元
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十

五
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

五
　
山
梨
県
立
科
学
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十

一
号
）
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号

六
　
山
梨
県
立
博
物
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第

四
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

（
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
三
号
中
「
県
立
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
（
以
下
「
県
立
特
殊
教
育
諸
学
校
」

と
い
う
。）
及
び
県
立
高
等
学
校
」
を
「
県
立
高
等
学
校
及
び
県
立
特
別
支
援
学
校
（
以
下
「
県
立

高
等
学
校
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
県
立
特
殊
教
育
諸
学
校
、
県
立
高
等
学

校
」
を
「
県
立
高
等
学
校
等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
県
立
特
殊
教
育
諸
学
校
及
び
県
立
高

等
学
校
（
以
下
「
県
立
高
等
学
校
等
」
と
い
う
。）」
を
「
県
立
高
等
学
校
等
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
四
号
中
「
県
立
高
等
学
校
」
を
「
県
立
高
等
学
校
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
及
び

第
六
号
中
「
高
等
学
校
等
」
を
「
県
立
高
等
学
校
等
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
及
び
第
九
号
中
「
県

立
特
殊
教
育
諸
学
校
」
を
「
県
立
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
特
殊
学
級
」
を

「
特
別
支
援
学
級
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
中
「
県
立
特
殊
教
育
諸
学
校
」
を
　

「
県
立
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号
中
「
県
立
特
殊
教
育
諸
学
校
入
学
者
選
抜
」
を
　

「
県
立
特
別
支
援
学
校
入
学
者
選
抜
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
中
「
県
立
特
殊
教
　

育
諸
学
校
」
を
「
県
立
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
号
中
「
山
梨
県
特
殊
教
育
振
興
　

審
議
会
」
を
「
山
梨
県
特
別
支
援
教
育
振
興
審
議
会
」
に
、「
山
梨
県
心
身
障
害
児
適
正
就
学
推
進

委
員
会
」
を
「
山
梨
県
障
害
児
適
正
就
学
推
進
委
員
会
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会

規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
十
三
条
の
表
山
梨
県
特
殊
教
育
振
興
審
議
会
の
項
中
「
山
梨
県
特

殊
教
育
振
興
審
議
会
」
を
「
山
梨
県
特
別
支
援
教
育
振
興
審
議
会
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

山
梨
県
立
八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
六
年
山
梨

県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支
援
学
校
」
に
改

め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
及
び
山
梨
県
高
等
学
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨
励
金
貸
付

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

四



平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
及
び
山
梨
県
高
等
学
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨
励
金

貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
中
「（
修
得
す
る
単
位
数
が
十
九
単
位
以
下
の
も
の
及
び
単
位
制
の
課
程
に
限
る
。）」

を
削
る
。

（
山
梨
県
高
等
学
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨
励
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
高
等
学
校
定
時
制
課
程
及
び
通
信
制
課
程
修
学
奨
励
金
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

五
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「

立
　
　
　
高
等
学
校
　
　
　
科
　
第
　
　
　
　
学
年
（
年
次
）」
を
「

立
　
　
　
高
等
学
校
　
　
　
科
　
第
　
　
　
　
年
次
」
に
、
「
第
一
学
年
（
年
次
）」
を
「

第
一
年
次
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
、
第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「
学
年
（
年
次
）
」
を

「
年
次
」
に
改
め
る
。

「

定
時
制

第
八
号
様
式
中
　
１
　
転
　
　
　
　
　
学
　
　
　
学
校
　
　
　
（

分
校
）

学
年
（
年
次

通
信
制

「

定
時
制

）
か
ら
　
を
　
１
　
転
　
　
　
　
　
学
　
　
　
学
校
　
　
　
（

分
校
）

年
次
か
ら
　
に
改

」

通
信
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

め
る
。

第
九
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
、
第
十
四
号
様
式
及
び
第
十
六
号
様
式
か
ら
第
十
八
号
様
式
ま
で

の
規
定
中
「
学
年
（
年
次
）
」
を
「
年
次
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
中

山
梨
県
立
　
　
　
　
山
梨
県
富
士
吉
田
市
下
吉
田

全
日
制
　
本
　
科
　
三
　
年

吉
田
高
等
学
校
　
　
二
、
〇
七
五
番
地
の
二

定
時
制
　

本
　
科

三
　
年

夜

（
単
位
　
　
　
　
　
以
　
上

制
）

普
通
科
、
理
数
科

「

山
梨
県
立
　
　
　
　
山
梨
県

を

吉
田
高
等
学
校
　
　
二
、
〇

間
制
　
普
通
科

」

富
士
吉
田
市
下
吉
田
　
全
日
制
　
本
　
科
　
三
　
年
　
　
　
　
　
普
通
科
、
理
数
科

七
五
番
地
の
二

に
改
め
る
。

」

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
立
吉
田
高
等
学
校
の
定
時
制
の
普
通
科
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
立
高
等

学
校
学
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
当
該
学
科
に
在
学
す
る
者
が
当

該
学
科
に
在
学
し
な
く
な
る
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

五



山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
助
教
授
、
講
師
」
を
「
准
教
授
、
講
師
、
助
教
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
助
手
」
を
「
助
教
」
に
、

「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

４
　
助
手
は
、
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
業
務
に
従
事
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職
員
の
職
の

設
置
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職
員
の

職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職
員
の
職
の

設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
山
梨
県
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職
員

の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
館
長
」
を
「
次
長
、
館
長
」
に
、「
事
務
長
、
次
長
」
を
「
事
務
長
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
体
育
指
導
監
」
を
削
る
。

別
表
第
一
県
教
育
委
員
会
事
務
局
事
務
職
員
の
項
中
「
教
育
次
長
」
の
下
に
「
、
次
長
」
を
加
え
、

「
副
所
長
、
次
長
」
を
「
副
所
長
」
に
改
め
、「
、
体
育
指
導
監
」
を
削
る
。

（
山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
教
育
庁
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
　

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
理
事
」
の
下
に
「
、
次
長
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
、
体
育
指
導
監
」
を
削
る
。

（
山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
号
中
「
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
次
長
」
の
下
に
「
の
う
ち
あ
ら
か
じ
め
所
長
が
指

定
す
る
次
長
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

県

立

学

校

公

立

小

学

校

公

立

中

学

校

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓

令
甲
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
盲
学
校
」
を
「
視
覚
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
主
と
し
て
行
う
特
別
支
援

学
校
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。

別
表
第
一
３４
の
項
中
「
県
立
甲
府
養
護
学
校
」
を
「
県
立
甲
府
支
援
学
校
」
に
、「
甲
養
」
を

「
甲
支
」
に
改
め
、
同
表
３５
の
項
中
「
県
立
あ
け
ぼ
の
養
護
学
校
」
を
「
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校
」

に
、「
あ
け
養
」
を
「
あ
け
支
」
に
改
め
、
同
表
３６
の
項
中
「
県
立
わ
か
ば
養
護
学
校
」
を
「
県
立

わ
か
ば
支
援
学
校
」
に
、「
わ
か
養
」
を
「
わ
か
支
」
に
改
め
、
同
表
３７
の
項
中
「
県
立
や
ま
び
こ

養
護
学
校
」
を
「
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
」
に
、「
や
ま
養
」
を
「
や
ま
支
」
に
改
め
、
同
表
３８

の
項
中
「
県
立
富
士
見
養
護
学
校
」
を
「
県
立
富
士
見
支
援
学
校
」
に
、「
富
養
」
を
「
富
支
」
に

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

六



改
め
、
同
表
３９
の
項
中
「
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学
校
」
を
「
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
」
に
、

「
ふ
じ
養
」
を
「
ふ
じ
支
」
に
改
め
、
同
表
４０
の
項
中
「
県
立
か
え
で
養
護
学
校
」
を
「
県
立
か
え

で
支
援
学
校
」
に
、「
か
え
養
」
を
「
か
え
支
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
立
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲

第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
「
及
び
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

県

立

学

校

公

立

小

学

校

公

立

中

学

校

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
大
学
の
教
授
及
び
助
教
授
」
を
「
大
学
の
教
授
及
び
准
教
授
」
に
、「
大
学
の
助
手
」
を

「
大
学
の
助
教
及
び
助
手
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

県

立

図

書

館

県

立

美

術

館

県

立

博

物

館

県
立
考
古
博
物
館

県

立

文

学

館

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

県

立

学

校

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
教
育
庁
行
政
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
四
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
財
務
規
則
に
」
を
「
山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十

一
号
）
に
」
に
、「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
財
務
規
則
の
」
を
「
山
梨
県
財
務
規
則
の
」
に
改
め

る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号

庁

中

一

般

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
次
長
が
複
数
の
場
合
の
専
決
は
、
あ
ら
か
じ
め
所
長
の
指
定
す
る
次
長
が
行
う
。

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
次
長
が
複
数
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
所
長
の
指
定
す
る
次
長
が
そ
の
事
務
を
代
決
す
る
。

附
　
則

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

七



こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

山
梨
県
立
学
校
の
副
校
長
設
置
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
井
　
　
上
　
　
一
　
　
男

山
梨
県
立
学
校
の
副
校
長
設
置
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

山
梨
県
立
学
校
の
副
校
長
設
置
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

「

別
表
中
　
　
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
　
　
　
　
　
を
　
　
山
梨
県
立
ひ
ば
り
が
丘
高
等
学
校

」

山
梨
県
立
ひ
ば
り
が
丘
高
等
学
校

」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
甲
第
一
号

庁

中

一

般

教
育
次
長
等
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

教
育
長
　
　
広
　
　
瀬
　
　
孝
　
　
嘉

教
育
次
長
等
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

教
育
次
長
等
専
決
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
参
事
」
を
「
次
長
、
参
事
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
四
（
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
が
第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特

定
職
員
で
あ
る
と
き
は
、
三
）」
を
「
別
表
第
八
に
定
め
る
昇
給
号
給
数
表
の
Ｃ
欄
の
上
段
に
掲
げ
る

号
給
数
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
三
中
「
及
び
第
二
十
三
条
の
六
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
の
五
の
見
出
し
中
「
特
定
職
員
の
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
昇
給
区
分
は
」
を
「
勤
務
成
績
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
昇
給
の
区

分
（
以
下
「
昇
給
区
分
」
と
い
う
。）
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
特
定
職
員
の
」
を
「
職
員
の
」
に
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
職
員
に
」
を
「
者
に
」
に
、「
特
定
職

員
（
」
を
「
職
員
（
」
に
改
め
、「
前
項
第
五
号
に
」
の
下
に
「
掲
げ
る
職
員
に
」
を
加
え
、「
特
定

職
員
及
び
」
を
「
職
員
及
び
」
に
、「
特
定
職
員
を
」
を
「
職
員
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特

定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
し
た
場
合
に
昇
給
区

分
が
Ｄ
又
は
Ｅ
と
」
を
削
り
、「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
中
「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
概
ね
」
を
「
お
お
む
ね
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５
　
条
例
第
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
昇
給
の
号
給
数
は
、
昇
給
区
分
に
応
じ
て
別
表
第
八
に

定
め
る
昇
給
号
給
数
表
に
定
め
る
号
給
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
定
め
る
昇
給
区
分
に
応
じ
た

昇
給
の
号
給
数
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員

会
と
協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
の
五
第
六
項
中
「
特
定
職
員
又
は
」
を
「
者
又
は
」
に
、「
特
定
職
員
の
」
を
「
者
の
」

に
、「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、」
を
「
職
員
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
か

ら
前
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
号
給
数
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
」
に

改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
特
定
職
員
」
を
「
職

員
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一

項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
数
が
零
と
な
る
職
員
は
、
昇
給
し
な
い
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日
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第
二
十
三
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
六

削
除

第
二
十
四
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
昇
格
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
支
給
範
囲
及
び
支
給
額
」
を
「
支
給
職
及
び
区
分
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
職
に
係
る
管
理
職
手
当
の
区
分
は
、
同
表
の
職
欄
の
区
分
に
応
じ
、
同
表

の
支
給
区
分
欄
に
定
め
る
区
分
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
管
理
職
手
当
の
支
給
額
）

第
三
十
三
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条

の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。）
以
外
の
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職

手
当
の
額
は
、
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
別
並
び
に
当
該

職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
に
係
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
区
分
（
以
下
「
当
該
職

の
区
分
」
と
い
う
。）
に
応
じ
、
別
表
第
十
三
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

２
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
の
額

は
、
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
別
並
び
に
当
該
職
員
の
属

す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
第
十
四
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
（
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
県
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
又

は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
支
給
区
分
」
を

「
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
支
給
区
分
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
の
表
九
級
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
　
　
級

１
　
会
計
管
理
者
の
職
務

２
　
本
庁
の
部
長
の
職
務

３
　
極
め
て
複
雑
か
つ
困
難
な
業
務
を
所
掌
す
る
出
先
機
関
の
長
の
職
務
で
、
責

任
の
度
が
特
に
高
い
も
の

別
表
第
四
短
大
卒
の
項
第
二
号
３
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支

援
学
校
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
号
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
に
よ
る
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又

は
養
護
学
校
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
高
校
卒
の
項
第
一
号
１
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支

援
学
校
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
１
中
「
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
又
は
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
若
し
く

は
養
護
学
校
」
を
「
、
中
等
教
育
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
中
学
卒
の
項
１
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」

に
改
め
る
。

別
表
第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
八

昇
給
号
給
数
表
（
第
十
八
条
、
第
二
十
三
条
の
五
関
係
）

備
考
　
こ
の
表
に
定
め
る
上
段
の
号
給
数
は
条
例
第
八
条
の
五
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
以
外
の
職
員
に
、
下
段
の
号
給
数
は
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
適
用
す
る
。

別
表
第
十
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

別
表
第
十
二
中
「
別
表
第
十
二
　
管
理
職
手
当
支
給
区
分
表
（
第
三
十
三
条
関
係
）」
を
「
別
表
第

十
二
　
管
理
職
手
当
支
給
区
分
表
（
第
三
十
三
条
、
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条

「
会
計
管
理
者

山
梨
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平
成
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昇
給
区
分
 

       
昇
給
の
号
給
数
 

Ａ
       

８
以
上
 

      

４
以
上
 

Ｂ
       

６
       

３
 

Ｃ
  

４
（
行
政
職
 

給
料
表
の
適
 

用
を
受
け
る
 

職
員
で
そ
の
 

職
務
の
級
が
 

７
級
以
上
で
 

あ
る
も
の
又
 

は
第
二
十
三
 

条
の
四
各
号
 

に
掲
げ
る
職
 

員
に
あ
つ
て
 

は
、
３
）
 

 ２
 

Ｄ
       

２
       

１
 

Ｅ
       

０
       

０
 

　
備
考
　
こ
の
表
に
定
め
る
上
段
の
号
給
数
は
条
例
第
八
条
の
五
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
 

　
　
　
員
以
外
の
職
員
に
、
下
段
の
号
給
数
は
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
適
用
す
る
。
 



の
二
関
係
）」
に
改
め
、
同
表
知
事
の
事
務
部
局
の
部
本
庁
の
項
中
「
部
長
」
を

部

長
」

「
知
事
補
佐
官
　
　
「

に
、「
防
災
危
機
管
理
監
」
を
　
防
災
危
機
管
理
監
　
に
、

理
事
　
二
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る

産
業
立
地
室
長
」

「

者
に
あ
つ
て
は
一
種
）

を
　
　
理
事
　
三
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
又
は

」

「
企
画
調
整
主
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
総
括
工
事
検
査
監

二
種
）

に
、

を
「
企
画
調
整
主
幹
」
に
、

を
「
総
括

」

保

健

監
」

債
権
管
理
指
導
監
」

「
工
事
施
工
管
理
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
工

工
事
検
査
監
」
に
、

を
「
工
事
施
工
管
理
監
」
に
、「
工
事
検
査
監
」
を

用
地
指
導
監
」

総

「
緑

化

推

進

監

事
検
査
監
　
　
　

林
地
・
採
石
指
導
監
　
　
　
　
　
　
　

「
県
有
林
経
営
監

に
、

を
「
緑
化
推
進
監
」
に
、

を

括
課
長
補
佐
」

林
構
・
森
林
組
合
指
導
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
安
林
管
理
監
」

県
有
林
財
産
管
理
監
」

「
県
有
林
経
営
監
　
　
　
「
職
業
能
力
開
発
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
財
務
審
査
監

に
、

を
「
職
業
能
力
開
発
監
」
に
、

を

立
地
推
進
監
」

国
際
観
光
振
興
監
」

総
括
課
長
補
佐
」

「
財
務
審
査
監
」
に
改
め
、
同
部
中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

中
北
地
域
県
民
　
所
　
　
　
　
　
長
　
四
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
三
種
）

セ
ン
タ
ー

次
　
　
　
　
　
長
　
六
種

地
域
防
災
幹
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

「

地
域
防
災
幹
　
六
種

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
中

次
　
　
　
長
　
七
種
（

「

七
種
（
人
事
委
員

次
　
　
　
長

会
が
認
め
る
者
に

人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

を

地
域
防
災
幹

あ
つ
て
は
六
種
）

に

「

地
域
防
災
幹
　
六
種

改
め
、
同
部
峡
南
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
中

次
　
　
　
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者

「

七
種
（
人
事
委
員

次
　
　
　
長

会
が
認
め
る
者
に

を

地
域
防
災
幹

あ
つ
て
は
六
種
）

に
改
め
、
同
部
富
士
・
東
部

に
あ
つ
て
は
六
種
）

」

」

地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

富
士
・
東
部
地

所
　
　
　
　
　
長
　
四
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
三
種
）

域
県
民
セ
ン
タ

ー

次
　
　
　
　
　
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

地
域
防
災
幹

次
　
　
　
　
　
長
　

（
富
士
吉
田
合
同
　
七
種

庁
舎
に
勤
務
す
る

者
）

「
企
画
推
進
幹

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
東
京
事
務
所
の
項
中
「
産
業
振
興
幹
」
を
　
　
　
　
　
　
　
に

産
業
振
興
幹
」

「

改
め
、
同
部
職
員
研
修
所
の
項
中
　
　
次
長
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

「
を
　
　
次
長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

に
改
め
、
同
部
総
合

」

」

「

「

課
税
・
管
理
部
長

県
税
事
務
所
の
項
中
　
　
次
長
　
六
種
　
　
を

徴

収

部

長
　
五
種
　

に
改
め
、
同
部
県

」

」

「

「

立
大
学
の
項
中
　
　
事
務
局
次
長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

を

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

一
〇

」

」



」

事
務
局
次
長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

に
改
め
、
同
部
衛
生
公

就
　
職
　
幹
　
七
種

」

「

副

所

長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

害
研
究
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

特
別
研
究
員
　
六
種

」

「

副
所
長
　
六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

に
改
め
、
同
部
中
北
農
務

」

事
務
所
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

中
北
農
務
事
務
　
所
　
　
　
　
　
長
　
四
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
三
種
）

所

次
　
　
　
　
　
長

六
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
五
種
）

地
域
農
政
推
進
幹

六
種

農
村
整
備
振
興
幹

七
種

工
事
施
工
管
理
幹

八
種

「

所
　
長
　
四
種
　
　
　
「

別
表
第
十
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
峡
東
農
務
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
所

副
所
長
　
五
種

」

「

副

所

長
　
五
種
　
　
　
「

長
　
四
種
　
　
に
改
め
、
同
部
峡
南
農
務
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　

」

地
域
農
政
推
進
幹
　
六
種

」

「

「

副
　
　
所

地
域
農
政
推
進
幹
　
六
種
　
　
に
改
め
、
同
部
富
士
・
東
部
農
務
事
務
所
の
項
中

」

地
域
農
政
推
進

長
　
五
種
　
　
　
「

「

を
　
　
地
域
農
政
推
進
幹
　
六
種
　
　
に
改
め
、
同
部
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中

幹
　
六
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

」

「

「

次

所
　
　
　
長
　
五
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

所
長
　
五
種
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
部
畜
産
試
験
場
の
項
中

」

特
別
研
究
員
　
六
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究

」

長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

場
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
種
（
人
事

を
　
　
　
　
　
　
会
が
認
め
る

あ
つ
て
は
六

」

委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

「

者
に
　
　
に
改
め
、
同
表
議
会
事
務
局
の
部
中
　
　
総
括
課
長
補
佐
　
七
種
　
　
を
　
　
総
括
課
長
補

種
）

」

」

佐
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
事
務
局

」

「

「

理

の
部
本
庁
の
項
中
　
　
理
事
　
二
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
）

を
」

次

事
　
三
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
一
種
又
は
二
種
）

「
適
応
指
導
監

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

一
一

七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

管
理
幹

次
　
長

副
場
長



に
、

を

長
　
三
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
指
導
監
」

」

「
適
応
指
導
監
　
　
　
「
文
化
財
指
導
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
館

に
、

を
「
文
化
財
指
導
監
」
に
、
同
部
図
書
館
の
項
中

総
括
課
長
補
佐
」

総
括
課
長
補
佐
」

参

長

「

「

を
「
館
長
」
に
、

副
館
長
　
五
種
　
　
を
　
　
副
館
長
　
五
種
（
人
事
委
員
会
が

事
兼
副
館
長
」

」

認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

に
改
め
、
同
部
美
術
館
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

」

美
　

術

館
　
副
　

館

長
　
五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

別
表
第
十
二
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
博
物
館
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

博
　

物
　

館
　
副
　

館
　

長
　
五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

学
　

芸
　

幹
　
八
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
七
種
）

別
表
第
十
二
教
育
委
員
会
事
務
局
の
部
文
学
館
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

文
　

学
　

館
　
副
　

館
　

長
　
五
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
四
種
）

「

「

別
表
第
十
二
人
事
委
員
会
事
務
局
の
部
中
　
　
総
括
次
長
補
佐
　
七
種
　
　
を
　
　
総
括
次
長
補
佐

」

七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ
つ
て
は
六
種
）

に
改
め
、
同
表
監
査
委
員
事
務
局
の
部

」

「

「

中
　
　
総
括
次
長
補
佐
　
七
種
　
　
を
　
　
総
括
次
長
補
佐
　
七
種
（
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者
に
あ

」

つ
て
は
六
種
）

に
改
め
る
。

」

別
表
第
十
二
備
考
を
削
る
。

別
表
第
十
二
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

一
二

職
務
の
級
 

 
９
　
　
級
 

      
８
　
　
級
 

       
７
　
　
級
 

          
６
　
　
級
 

      
職
務
の
級
 

     
４
　
　
級
 

      

支
給
区
分
 

 
 一
　
　
種
 

  
 一
　
　
種
 

  
 二
　
　
種
 

  
 三
　
　
種
 

  
 四
　
　
種
 

  
 五
　
　
種
 

  
 五
　
　
種
 

  
 六
　
　
種
 

  
 七
　
　
種
 

  
 八
　
　
種
 

   
支
給
区
分
 

 
一
　
　
種
 

  
三
　
　
種
 

  
四
　
　
種
 

  
五
　
　
種
 

  

管
理
職
手
当
額
 

 
130,300円

 
  

117,500円
 

  
108,100円

 
  

 94,000円
 

  
 79,700円

 
  

 70,800円
 

  
 66,500円

 
  

 58,200円
 

  
 49,900円

 
  

 41,600円
 

   
管
理
職
手
当
額
 

 
137,700円

 
  

110,100円
 

  
 99,100円

 
  

 88,100円
 

  



山 梨 県 公 報 号 外 　 　 第 二 十 九 号 　 　 平 成 十 九 年 三 月 三 十 日 一 三

  
  
 
 

４　　級 
  
   
  
 
 

３　　級 

 
五　　種 
  

六　　種 
 

七　　種 
  

八　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 

 
 71,700円 
  

 62,700円 
  

 53,700円 
  

 44,800円 
  

 48,700円 
  

 40,600円 
 

    備考　別表第十二に掲げる職のうち、この表に掲げられていない管理職手当の額を定 
　　　める特段の事情があると人事委員会が認める職を占める職員に支給する管理職手 
　　　当の額については、当該職員の属する職務の級及び当該職の支給区分を考慮して、
　　　次の各号に掲げる額の範囲内で人事委員会が定める額とする。 
　        一　当該職員の属する職務の級に対応する同表の職務の級欄に、当該職の支給区　
　　　　分より一段高い支給区分があるときは、当該支給区分に係る管理職手当額未満　
　　　　の額 
     　   二　当該職員の属する職務の級に対応する同表の職務の級欄に、当該職の支給区 
        　　分より一段低い支給区分があるときは、当該支給区分に係る管理職手当額を超　
　　　　える額 
     　   三　当該職員の属する職務の級より上位の職務の級に対応する同表の職務の級欄 
　　　　に、当該職の支給区分に係る管理職手当額の区分があるときは、当該管理職手 
     　　   当額未満の額 
   　　 四　当該職員の属する職務の級より下位の職務の級に対応する同表の職務の級欄 
　　　　に、当該職の支給区分に係る管理職手当額の区分があるときは、当該管理職手 
　　　　当額を超える額    
別表第十四　再任用職員の管理職手当支給額表（第三十三条の二関係）               
　一　行政職給料表 

 
 
 
 
 
 

３　　級 
 
 
 
 
 
 
 

職務の級 
 

７　　級 
 
 
 

６　　級 
 
 
 
 
 

職務の級 
  
  
  
 

６　　級 
  
  
 
 
 
 

職務の級 
　 

５　　級 

六　　種 
  

三　　種 
  

四　　種 
  

五　　種 
 

六　　種 
  

七　　種 
 
 
 

支給区分 
 

六　　種 
 

六　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 
 
 

支給区分 
 

五　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 
 
 

支給区分 
 

五　　種 

 77,100円 
  

102,800円 
  

 92,500円 
  

 82,200円 
 

71,900円 
 

61,700円 
 
 
 

管理職手当額 
 

61,300円 
 

58,200円 
  

 49,900円 
  

 41,600円 
 
 
 

管理職手当額 
 

 69,300円 
  

 60,700円 
  

 52,000円 
  

 43,300円 
 
 
 

管理職手当額 
 

82,800円 

 
 

職務の級   
 

９　　級 
  
  
  

８　　級 
  

支給区分  
 

一　　種 
  

一　　種 
  

二　　種 
  

管理職手当額 
  

112,900円 
  

 99,800円 
  

 91,800円 
  



備 考 　 別 表 第 十 二 に 掲 げ る 職 の う ち 、 こ の 表 に 掲 げ ら れ て い な い 管 理 職 手 当 の 額 を 定

山 梨 県 公 報 号 外 　 　 第 二 十 九 号 　 　 平 成 十 九 年 三 月 三 十 日 一 四

職務の級 
  

７　　級 
 
  
 

６　　級 

職務の級 
 

５　　級 
 
  
 
 

４　　級 
  
   
  
 
 

３　　級 

 
職務の級 
  
  
  
 

６　　級 
 

管理職手当額 
 

 52,200円 
  

 46,100円 
  

 39,500円  
  

 32,900円 

 
 

管理職手当額 
  

 53,200円 
  

 46,600円 
  

 39,900円 
 

 33,300円 

 
 

管理職手当額 
  

62,900円 
 

 53,300円 
  

 46,600円 
  

 39,900円 
  

 33,300円 
  

 34,700円 
  

 28,900円 
 

支給区分 
 

六　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 

 
 

支給区分 
   

五　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 

 
支給区分 
 

五　　種 
  

五　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 

 
 
 
  

７　　級 
  
  
  
 
  

６　　級 
 

 
三　　種 
  

四　　種 
  

五　　種 
  

五　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
 

八　　種 

 
 79,800円 
  

65,600円 
  

 58,300円 
  

 51,400円 
  

 45,000円 
  

 38,500円 
  

 32,100円 

職務の級   
  
 
 
 
 

４　　級 
  
  
  
  
  
  
  
 
 

３　　級 
 
 
 
 

支給区分   
  

一　　種 
  

三　　種 
  

四　　種 
  

五　　種 
  

六　　種 
  

三　　種 
  

四　　種 
  

五　　種 
 

六　　種 
 

七　　種 

管理職手当額 
  

115,900円 
  

  92,700円 
  

  83,500円 
  

  74,200円 
  

  64,900円 
  

  78,100円 
  

  70,300円 
  

  62,500円 
 

  54,700円 
 

  46,900円 

    備考　別表第十二に掲げる職のうち、この表に掲げられていない管理職手当の額を定 



め
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手

当
の
額
に
つ
い
て
は
、当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満

の
額

二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区

分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超

え
る
額

三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
　

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手

当
額
未
満
の
額

四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手

当
額
を
超
え
る
額

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
職
員
給
与
条
例
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
す
る
職
を
占
め
る
職
　

員
の
う
ち
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

と
い
う
。）
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
額
が
経
過
措
置
基
準
額
に
達
し
な
い

こ
と
と
な
る
職
員
に
は
、
当
該
管
理
職
手
当
の
額
の
ほ
か
、
当
該
管
理
職
手
当
の
額
と
経
過
措
置
基

準
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）

を
管
理
職
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

一
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
百

二
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
七
十
五

三
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
五
十

四
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
二
十
五

３
　
前
項
に
規
定
す
る
経
過
措
置
基
準
額
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
い
う
。

一
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
適
用
さ
れ
て
い
た
給
料
表

と
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
同
一
給
料
表
適
用
職
員
」
と
い
う
。
）
で
あ

っ
て
、
同
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す
る
職
員
以
外
の
も
の
の
う

ち
、
相
当
区
分
等
職
員
（
同
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
職
員

の
給
与
に
関
す
る
規
則
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
別
表
第
十
二
管
理
職
手
当
支
給
区
分
表
に
掲
げ

る
職
に
係
る
同
表
の
支
給
区
分
欄
に
定
め
る
区
分
（
以
下
「
旧
区
分
」
と
い
う
。）
又
は
旧
区
分

よ
り
高
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
十
二
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
対
応
す
る
同

表
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

同
日
に
そ
の
者
が
受
け

て
い
た
管
理
職
手
当
の
額

二
　
同
一
給
料
表
適
用
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職

務
の
級
に
属
す
る
職
員
以
外
の
も
の
の
う
ち
、
下
位
区
分
等
相
当
職
員
（
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分

に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
十
二
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
対
応
す
る
同
表
に
掲
げ
る
職

を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

同
日
に
当
該
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分
に

相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
十
二
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の

者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

三
　
同
一
給
料
表
適
用
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職

務
の
級
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
相
当
区
分
等
職
員
　
同
日
に
そ
の
者
が
当
該
下
位
の
職
務
の
級

に
降
格
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

四
　
同
一
給
料
表
適
用
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職

務
の
級
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
下
位
区
分
等
相
当
職
員
　
同
日
に
そ
の
者
が
当
該
下
位
の
職
務

の
級
に
降
格
し
、
か
つ
、
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
十
二
の
支
給
区
分

欄
に
掲
げ
る
区
分
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

五
　
施
行
日
以
後
に
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
を
し
た
職
員
（
施
行
日
以
後
に
新
た
に
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
を
除
く
。）

施
行
日
の
前
日
に
当
該
異
動
を
し
た
も

の
と
し
た
場
合
に
前
各
号
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
ほ
か
、
施
行
日
以
後
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
地
方
公
務
員
、

国
家
公
務
員
、
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ

れ
ら
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
き
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
の
う
ち
、
部
内
の
他

の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
準
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
職
員
　
あ

ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と
協
議
を
行
い
そ
の
承
認
を
得
た
額

（
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

４
　
山
梨
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員

会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
新
規
則
第
十
七
条
」
を
「
規
則
第
十
七
条
」
に
、「
新
規
則
第
十
四
条
第
一
項
」

を
「
規
則
第
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
新
規
則
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
規
則
十
七
条
第
一
項
」
に
、

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

一
五

      　
  め
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
 

　
　
　
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
て
、

　
　
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。
 

      　
  一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満
 

        　
　
の
額
 

      　
  二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
 

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超
 

        　
　
え
る
額
 

      　
  三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
　

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
 

　
　
　
　
当
額
未
満
の
額
 

     　
   四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

        　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

　
　
　
　
当
額
を
超
え
る
額
 



「
新
規
則
第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
職
員
で
」
を
「
特
定
職
員
（
行
政
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
及
び
規
則
第
二
十
三
条
の
四
各

号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
」
に
、「
新
規
則
第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
職
員
に
」
を
「
特
定
職
員
に
」
に
、「
新
規
則
第
二
十
三
条
の
二
」
を
「
規
則
第
二
十
三

条
の
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
の
見
出
し
中
「
特
定
職
員
の
」
を
削
り
、
同
項
中
「
新
規
則
第
二
十
三
条
の
五
第
一

項
」
を
「
規
則
第
二
十
三
条
の
五
第
五
項
」
に
、「
号
給
数
」
と
、「
Ｅ
」
と
あ
る
の
は
「
Ｅ
（
条

例
第
八
条
の
五
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、
Ｄ
又
は
Ｅ
）」
を
「
号

給
数
（
当
該
号
給
数
が
負
と
な
る
と
き
は
、
零
）」
に
改
め
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長

淺

井

和

夫

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
七
条
の
六
」
を
「
第
二
十
七
条
の
八
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
助
教
授
、
講
師
」
を
「
准
教
授
、
講
師
、
助
教
」
に
、「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び

養
護
学
校
」
を
「
及
び
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
養
護
教
諭
」
の
下
に
「
、
栄
養

教
諭
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
四
（
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
が
第
二
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

職
員
で
あ
る
と
き
は
、
三
）」
を
「
別
表
第
四
に
定
め
る
昇
給
号
給
数
表
の
Ｃ
欄
の
上
段
に
掲
げ
る
号

給
数
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
号
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
三
中
「
及
び
第
二
十
条
の
六
」
を
削
る
。

第
二
十
条
の
五
の
見
出
し
中
「
特
定
職
員
の
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
昇
給
区
分
は
」
を
「
勤
務
成
績
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
昇
給
の
区

分
（
以
下
「
昇
給
区
分
」
と
い
う
。）
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
特
定
職
員
の
」
を
「
職
員
の
」
に
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
職
員
に
」
を
「
者
に
」
に
、「
特
定
職

員
（
」
を
「
職
員
（
」
に
改
め
、「
前
項
第
五
号
に
」
の
下
に
「
掲
げ
る
職
員
に
」
を
加
え
、「
特
定

職
員
及
び
」
を
「
職
員
及
び
」
に
、「
特
定
職
員
を
」
を
「
職
員
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特

定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
し
た
場
合
に
昇
給
区

分
が
Ｄ
又
は
Ｅ
と
」
を
削
り
、「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
中
「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
概
ね
」
を
「
お
お
む
ね
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５
　
条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
昇
給
の
号
給
数
は
、
昇
給
区
分
に
応
じ
て
別
表
第
四
に
定
め

る
昇
給
号
給
数
表
に
定
め
る
号
給
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
定
め
る
昇
給
区
分
に
応
じ
た
昇
給

の
号
給
数
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と

協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
の
五
第
六
項
中
「
特
定
職
員
又
は
」
を
「
者
又
は
」
に
、「
特
定
職
員
の
」
を
「
者
の
」

に
、「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、」
を
「
職
員
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
か

ら
前
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
号
給
数
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
」
に

改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
特
定
職
員
」
を
「
職

員
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一

項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
数
が
零
と
な
る
職
員
は
、
昇
給
し
な
い
。

第
二
十
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
六

削
除

第
二
十
一
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
昇
格
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
は
、
そ
の
額
に
」
の
下
に
「
県
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

又
は
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
管
理
職
手
当
の
支
給
職
及
び
区
分
）

第
二
十
七
条
の
二

条
例
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
す
る
職
は
、
別
　

表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

２

別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
に
係
る
管
理
職
手
当
の
区
分
は
、
同
表
の
職
欄
の
区
分
に
応
じ
、
同

表
の
支
給
区
分
欄
に
定
め
る
区
分
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
六
を
第
二
十
七
条
の
八
と
し
、
第
二
十
七
条
の
五
を
第
二
十
七
条
の
七
と
し
、
第
二

十
七
条
の
四
を
第
二
十
七
条
の
六
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
管
理
職
手
当
の
支
給
方
法
）

第
二
十
七
条
の
五

管
理
職
手
当
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
給
料
の
支
給
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
七
条
の
三
を
第
二
十
七
条
の
四
と
し
、
第
二
十
七
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
管
理
職
手
当
の
支
給
額
）

第
二
十
七
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条

の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。）
以
外
の
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職

手
当
の
額
は
、
別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
別
並
び
に
当

該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
に
係
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
区
分
（
以
下
「
当
該

職
の
区
分
」
と
い
う
。）
に
応
じ
、
別
表
第
七
の
三
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

２
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
の
額

は
、
別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
別
並
び
に
当
該
職
員
の

属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
区
分
に
応
じ
、
別
表
第
七
の
四
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額

（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
県
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た

数
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間

を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
　
次
に
掲
げ
る
当
該
職
員
の
占
め
る
職
に
係
る
同
　

表
に
掲
げ
る
支
給
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ
　
五
種
　
八
千
円

ロ
　
六
種
　
七
千
円

ハ
　
七
種
　
六
千
円

ニ
　
八
種
　
四
千
円

別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
「
助
手
」
を
「
助
教
又
は
助
手
」
に
、「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改

め
る
。

別
表
第
一
第
三
号
の
表
中
「
又
は
養
護
教
諭
」
を
「
、
養
護
教
諭
又
は
栄
養
教
諭
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
四
号
の
表
中
「
助
手
」
を
「
助
教
又
は
助
手
」
に
、「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
第
一
号
の
表
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
、
講
師
の
部
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

八

大
　
　
学
　
　
卒

〇

八

別
表
第
二
第
二
号
の
表
備
考
第
一
項
第
一
号
s
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
」
を

「
特
別
支
援
学
校
（
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
号
）
に
よ

る
改
正
前
の
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
を
含
む
。）」
に

改
め
る
。

別
表
第
二
第
三
号
の
表
中
「
及
び
養
護
教
諭
」
を
「
、
養
護
教
諭
及
び
栄
養
教
諭
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
四
号
の
表
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
、「
助
手
」
を
「
助
教
及
び
助
手
」
に
改

め
る
。

別
表
第
三
第
一
号
の
表
中
「
助
手
」
を
「
助
教
及
び
助
手
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
第
三
号
の
表
中
「
及
び
養
護
教
諭
」
を
「
、
養
護
教
諭
及
び
栄
養
教
諭
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
第
四
号
の
表
中
「
助
手
」
を
「
助
教
及
び
助
手
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
六
県
立
大
学
の
項
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
、「
助
手
」
を
「
助
教
及
び
助
手
」
に

盲
学
校

改
め
、
同
表
ろ
う
学
校
の
項
中
「
特
殊
教
育
」
を
「
特
別
支
援
教
育
」
に
改
め
、
同
項
を
特
別
支
援
学

養
護
学
校

校
の
項
と
し
、
同
表
小
学
校
の
項
中
「
特
殊
学
級
」
を
「
特
別
支
援
学
級
」
に
、
「
特
殊
教
育
」
を
「
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梨
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    備
考
    こ
の
表
に
定
め
る
上
段
の
号
給
数
は
条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
以
 

　
　
　
外
の
職
員
に
、
下
段
の
号
給
数
は
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
適
用
す
る
。
 

 
昇
給
区
分
 

    
昇
給
の
号
給
数
 

Ａ
    

８
以
上
 

   
４
以
上
 

Ｂ
    
６
    
３
 

Ｃ
  

４
（
第
二
十
 

条
の
四
各
号
 

に
掲
げ
る
職
 

員
に
あ
つ
て
 

は
、
３
）
 

 ２
 

Ｄ
    
２
    
１
 

Ｅ
    
０
    
０
 

別
表
第
四
　
昇
給
号
給
数
表
（
第
十
六
条
、
第
二
十
条
の
五
関
係
）
 

 

助
　
教 

大
　
　
学
　
　
卒 

  

　
〇 

 

二
・
五

八 
 

八 
 

八

 

短
　
　
大
　
　
卒 

〇 

二
・
五 

 

二
・
五 

八 
 

十
一 



中 学 校

特 別 支 援 教 育 」 に 改 め る 。

別 表 第 七 の 次 に 次 の 三 表 を 加 え る 。

別 表 第 七 の 二 管 理 職 手 当 支 給 区 分 表 （ 第 二 十 七 条 の 二 、 第 二 十 七 条 の 三 、 第 三 十 六 条 　

の 二 関 係 ）

組 　 　 　 織 　 　 職 　 支 　 給 　 区 　 分

知 事 の 　 県 立 大 学 　 学 　 部 　 長 　 六 種

事 務 部

局 　 　 　 　 　 　 　 　 研 究 科 長 　 七 種

学 生 部 長

図 書 館 長

セ ン タ ー 長

看 護 大 学 短 期 大 学 部 七 種 （ 人 事 委 員 会 が 認 め る 者 に あ つ て は 六 種 ）

短 期 大 学 長

部

学 生 部 長 七 種

宝 石 美 術 教 養 主 幹 八 種 （ 人 事 委 員 会 が 認 め る 者 に あ つ て は 七 種 ）

専 門 学 校 学 生 主 幹

教 育 委 　 高 等 学 校 　 校 　 　 　 長 七 種 （ 人 事 委 員 会 が 別 に 定 め る 者 に あ つ て は 五 　

員 会 特 別 支 援 種 又 は 六 種 ）

学 校
小 学 校 副 　 校 　 長 七 種

中 学 校

教 　 　 　 頭 八 種 （ 人 事 委 員 会 が 別 に 定 め る 者 に あ つ て は 七

種 ）

別 表 第 七 の 三 再 任 用 職 員 以 外 の 職 員 の 管 理 職 手 当 支 給 額 表 （ 第 二 十 七 条 の 三 関 係 ）

一 　 教 育 職 給 料 表 （ 一 ）

山 梨 県 公 報 号 外 　 　 第 二 十 九 号 　 　 平 成 十 九 年 三 月 三 十 日 一 八

職務の級 
 
 
 

４　　級 
  
  
   
  

３　　級 
 

支給区分 
 

五　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 

管理職手当額 
 

72,800円 
  

63,700円 
  

54,600円 
  

52,900円 
  

44,100円 
 

職務の級 
 
 
 

４　　級 
 
 
 
 

３　　級 

支給区分 
 

五　　種 
  

六　　種 
  

七　　種 
  

七　　種 
  

八　　種 
 

管理職手当額 
 

70,600円 
  

61,800円 
  

52,900円 
  

52,500円 
  

43,700円 

５　　級 
  

  
七　　種 

  
64,100円 
 
 

    備考　別表第七の二に掲げる職のうち、この表に掲げられていない管理職手当の額を 
　　　定める特段の事情があると人事委員会が認める職を占める職員に支給する管理職 
　　　手当の額については、当該職員の属する職務の級及び当該職の支給区分を考慮し 
　　　て、次の各号に掲げる額の範囲内で人事委員会が定める額とする。 
　　　一　当該職員の属する職務の級に対応する同表の職務の級欄に、当該職の支給区　
　　　　分より一段高い支給区分があるときは、当該支給区分に係る管理職手当額未満　

職務の級 
 
 

５　　級 

支給区分 
 

六　　種 
  

管理職手当額 
 

74,800円 
  



備
考
　
別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を

定
め
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職

手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し

て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満

の
額

二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区

分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超

え
る
額

三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

当
額
未
満
の
額

四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
　

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

当
額
を
超
え
る
額

別
表
第
七
の
四

再
任
用
職
員
の
管
理
職
手
当
支
給
額
表
（
第
二
十
七
条
の
三
関
係
）

一
　
教
育
職
給
料
表
（
一
）

備
考
　
別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を

定
め
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職

手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し

て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満
　

の
額

二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区

分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超

え
る
額

三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管

当
額
未
満
の
額

四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

当
額
を
超
え
る
額

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
学
校
職
員
給
与
条
例
第
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
す
る
職
を
占
め

る
職
員
の
う
ち
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「

新
規
則
」
と
い
う
。）
第
二
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
額
が
経
過
措
置
基
準
額
に

達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
に
は
、
当
該
管
理
職
手
当
の
額
の
ほ
か
、
当
該
管
理
職
手
当
の
額
と
経

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

一
九

　
　
　
　
の
額
 

　
　
　
二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
 

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超
 

    　
　
　
え
る
額
 

　
　
　
三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
 

        　
　
当
額
未
満
の
額
 

      　
  四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

　
　
　
　
当
額
を
超
え
る
額
 

職
務
の
級
 

   
４
　
　
級
 

    
     
３
　
　
級
 

 

支
給
区
分
 

 
五
　
　
種
 

  
六
　
　
種
 

  
七
　
　
種
 

  
七
　
　
種
 

  
八
　
　
種
 

 

管
理
職
手
当
額
 

 
68,000円

 
  

59,500円
 

  
51,000円

 
  

40,600円
 

  
　
33,800円

 

職
務
の
級
 

 
支
給
区
分
 

 
管
理
職
手
当
額
 

 

職
務
の
級
 

  
５
　
　
級
 

  

支
給
区
分
 

 
六
　
　
種
 

  
七
　
　
種
 

管
理
職
手
当
額
 

 
57,300円

 
  

49,100円
 

   
４
　
　
級
 

    
３
　
　
級
 

 
五
　
　
種
 

  
六
　
　
種
 

  
七
　
　
種
 

  
七
　
　
種
 

  
八
　
　
種
 

 

 
66,300円

 
  

58,000円
 

  
49,800円

 
  

39,800円
 

  
33,100円

 

    備
考
　
別
表
第
七
の
二
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を
 

　
　
　
定
め
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
 

　
　
　
手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
 

　
　
　
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。
 

　
　
　
一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満
　

　
　
　
　
の
額
 

　
　
　
二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
 

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超
 

    　
　
　
え
る
額
 

　
　
　
三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
 

        　
　
当
額
未
満
の
額
 

      　
  四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

　
　
　
　
当
額
を
超
え
る
額
 



過
措
置
基
準
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
当
該
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た

額
）
を
管
理
職
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

一
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
百

二
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
七
十
五

三
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
五
十

四
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
二
十
五

３
　
前
項
に
規
定
す
る
経
過
措
置
基
準
額
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
い
う
。

一
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
適
用
さ
れ
て
い
た
給
料
表

と
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
以
下
「
同
一
給
料
表
適
用
職
員
」
と
い
う
。）
で
あ

っ
て
、
同
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す
る
職
員
以
外
の
も
の
の
う

ち
、
相
当
区
分
等
職
員
（
同
日
に
お
い
て
占
め
て
い
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
学
校

職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
職
に
係
る
支
給
割
合
に
対
応

す
る
次
表
に
掲
げ
る
区
分
（
以
下
「
旧
区
分
」
と
い
う
。）
又
は
旧
区
分
よ
り
高
い
区
分
に
相
当

す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
二
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
対
応
す
る
同
表
に
掲
げ
る
職
を
占

め
る
職
員
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

同
日
に
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
管
理
職
手
当

の
額

支
給
割
合
　
　
　
区
　
　
分

百
分
の
十
六
　
　
　
五
　
　
種

百
分
の
十
四
　
　
　
六
　
　
種

百
分
の
十
二
　
　
　
七
　
　
種

百
分
の
十
　
　
　
　
八

種

二
　
同
一
給
料
表
適
用
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職

務
の
級
に
属
す
る
職
員
以
外
の
も
の
の
う
ち
、
下
位
区
分
等
相
当
職
員
（
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分

に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
二
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
対
応
す
る
同
表
に
掲
げ
る

職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

同
日
に
当
該
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分

に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
二
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば

そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

三
　
同
一
給
料
表
適
用
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職

務
の
級
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
相
当
区
分
等
職
員
　
同
日
に
そ
の
者
が
当
該
下
位
の
職
務
の
級

に
降
格
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

四
　
同
一
給
料
表
適
用
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職

務
の
級
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
下
位
区
分
等
相
当
職
員
　
同
日
に
そ
の
者
が
当
該
下
位
の
職
務

の
級
に
降
格
し
、
か
つ
、
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
二
の
支
給
区

分
欄
に
掲
げ
る
区
分
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の

額
五
　
施
行
日
以
後
に
給
料
表
の
適
用
を
異
に
す
る
異
動
を
し
た
職
員
（
施
行
日
以
後
に
新
た
に
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
を
除
く
。
）

施
行
日
の
前
日
に
当
該
異
動
を
し
た
も

の
と
し
た
場
合
に
前
各
号
の
規
定
に
準
じ
て
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
ほ
か
、
施
行
日
以
後
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
地
方
公
務
員
、

国
家
公
務
員
、
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ

れ
ら
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
き
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
の
う
ち
、
部
内
の
他

の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
準
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
職
員
　
あ

ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と
協
議
を
行
い
そ
の
承
認
を
得
た
額

（
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

４
　
山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事

委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
新
規
則
第
十
五
条
」
を
「
規
則
第
十
五
条
」
に
、「
新
規
則
第
十
三
条
第
一
項
」

を
「
規
則
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
新
規
則
第
二
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
職
員
で
」

を
「
特
定
職
員
（
規
則
第
二
十
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
」
に
、

「
新
規
則
第
二
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
職
員
に
」
を
「
特
定
職
員
に
」
に
、「
新
規
則

第
二
十
条
の
二
」
を
「
規
則
第
二
十
条
の
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
の
見
出
し
中
「
特
定
職
員
の
」
を
削
り
、
同
項
中
「
新
規
則
第
二
十
条
の
五
第
一
項
」

を
「
規
則
第
二
十
条
の
五
第
五
項
」
に
、「
号
給
数
」
と
、「
Ｅ
」
と
あ
る
の
は
「
Ｅ
（
条
例
第
八

条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、
Ｄ
又
は
Ｅ
）」
を
「
号
給
数
（
当
該

号
給
数
が
負
と
な
る
と
き
は
、
零
）」
に
改
め
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
〇



山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
五
条
の
三
」
を
「
第
二
十
五
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
四
（
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
が
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

職
員
で
あ
る
と
き
は
、
三
）」
を
「
別
表
第
六
に
定
め
る
昇
給
号
給
数
表
の
Ｃ
欄
の
上
段
に
掲
げ
る
号

給
数
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
中
「
及
び
第
十
九
条
の
五
」
を
削
る
。

第
十
九
条
の
四
の
見
出
し
中
「
特
定
職
員
の
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
昇
給
区
分
は
」
を
「
勤
務
成
績
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
昇
給
の
区

分
（
以
下
「
昇
給
区
分
」
と
い
う
。）
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
特
定
職
員
の
」
を
「
職
員
の
」
に
、
同
項
第
一
号
中
「
特
定
職
員
に
」
を
「
者
に
」
に
、「
特
定
職

員
（
」
を
「
職
員
（
」
に
改
め
、「
前
項
第
五
号
に
」
の
下
に
「
掲
げ
る
職
員
に
」
を
加
え
、「
特
定

職
員
及
び
」
を
「
職
員
及
び
」
に
、「
特
定
職
員
を
」
を
「
職
員
を
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
特

定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
し
た
場
合
に
昇
給
区

分
が
Ｄ
又
は
Ｅ
と
」
を
削
り
、「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
中
「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
概
ね
」
を
「
お
お
む
ね
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５
　
条
例
第
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
昇
給
の
号
給
数
は
、
昇
給
区
分
に
応
じ
て
別
表
第
六
に

定
め
る
昇
給
号
給
数
表
に
定
め
る
号
給
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
に
定
め
る
昇
給
区
分
に
応
じ
た

昇
給
の
号
給
数
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員

会
と
協
議
し
て
、
別
段
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
の
四
第
六
項
中
「
特
定
職
員
又
は
」
を
「
者
又
は
」
に
、「
特
定
職
員
の
」
を
「
者
の
」

に
、「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、」
を
「
職
員
に
あ
つ
て
は
、
第
一
項
か

ら
前
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
号
給
数
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
」
に

改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
特
定
職
員
」
を
「
職

員
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一

項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
特
定
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
数
が
零
と
な
る
職
員
は
、
昇
給
し
な
い
。

第
十
九
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
五

削
除

第
二
十
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
昇
格
さ
せ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
勤
務
成
績
が
良
好
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
支
給
範
囲
及
び
支
給
額
」
を
「
支
給
職
及
び
区
分
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
に
係
る
管
理
職
手
当
の
区
分
は
、
同
表
の
職
欄
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
　

支
給
区
分
欄
に
定
め
る
区
分
と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
三
を
第
二
十
五
条
の
四
と
し
、
第
二
十
五
条
の
二
を
第
二
十
五
条
の
三
と
し
、
第
二

十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
管
理
職
手
当
の
支
給
額
）

第
二
十
五
条
の
二

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条

の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。）
以
外
の
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職

手
当
の
額
は
、
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
に
係
る
前

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
区
分
（
以
下
「
当
該
職
の
区
分
」
と
い
う
。）
に
応
じ
、
別
表
第
七
の
二

の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

２
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
の
額

は
、
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
区
分
に
応
じ
、
別

表
第
七
の
三
の
管
理
職
手
当
額
欄
に
定
め
る
額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額

に
県
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
を
ロ
と
し
、

同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ
　
二
種
　
一
万
千
円

別
表
第
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
六

昇
給
号
給
数
表
（
第
十
七
条
、
第
十
九
条
の
四
関
係
）

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
一

 別
表
第
六
　
昇
給
号
給
数
表
（
第
十
七
条
、
第
十
九
条
の
四
関
係
）
 

 
昇
給
区
分
 

    

Ａ
    

８
以
上
 

Ｂ
    
６
 

Ｃ
  

４
（
職
務
の
 

級
が
８
級
以
 

上
で
あ
る
も
 

Ｄ
    
２
 

Ｅ
    
０
 

 
 



別
表
第
七
中
「
別
表
第
七
　
管
理
職
手
当
支
給
区
分
表
（
第
二
十
五
条
関
係
）」
を
「
別
表
第
七
　

管
理
職
手
当
支
給
区
分
表
（
第
二
十
五
条
、
第
二
十
五
条
の
二
、
第
二
十
九
条
の
二
関
係
）」
に
改
め

「

「

部
（
室
）
長

部
（
室
）
長
　
二
種
　

、
同
表
本
部
の
項
中

三
種
　
　
を
　
　
　
　

に
、
「
企
画
室

首
席
監
察
官

首
席
監
察
官
　
三
種

」

」

「
企
　
画
　
室
　
長

「
組
織
犯
罪
捜
査
室
長

長
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を
「
組
織
犯
罪
捜
査
室
長
」
に
、「

犯
罪
情
勢
分
析
室
長
」

国
際
捜
査
室
長
」

甲
府
警

「
公
安
委
員
会
補
佐
官

甲
府
警
察
署

南
甲
府

公
安
委
員
会
補
佐
官
」
を

に
改
め
、
同
表
南
甲
府
警
察
署
の
項
を

総

務

調

査

官
」

富
士
吉
田
警
察
署

韮
崎
警

富
士
吉

察
　
　
署

警
察
署

南
ア
ル
プ
ス
警
察
署

の
項
と
し
、
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
の
項
を
日
下
部
警
察
署
の
項
と
し
、
同
表
韮
崎
警
察

察
　
　
署

大

月

警

察

署

田
警
察
署

長
坂
警
察
署

日
下
部
警
察
署

鰍
沢
警
察
署

北
杜
警
察
署

署
の
項
及
び

の
項
を
削
り
、
同
表

の
項
を
鰍
沢
警
察
署
の
項
と
し
、

大
月
警
察
署

都
留
警
察
署

上
野
原
警
察
署

上
野
原
警
察
署

南
部
警
察
署

「

「

市
川
警
察
署
の
項
を
南
部
警
察
署
の
項
と
し
、
同
表
警
察
学
校
の
項
中

校
長
　
三
種
　
　
を

塩
山
警
察
署

」

校
長
　
二
種
　
　
に
改
め
、
同
表
備
考
を
削
り
、
同
表
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

」

別
表
第
七
の
二

再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
管
理
職
手
当
支
給
額
表
（
第
二
十
五
条
の
二
関
係
）

備
考
　
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を
定
め

る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当

の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満

の
額

二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区

分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超

え
る
額

三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手

当
額
未
満
の
額

四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

当
額
を
超
え
る
額

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
二

職
務
の
級
 

  
９
　
　
級
 

        
８
　
　
級
 

        
７
　
　
級
 

 

支
給
区
分
 

 
二
　
　
種
 

  
三
　
　
種
 

  
三
　
　
種
 

  
四
　
　
種
 

  
五
　
　
種
 

  
五
　
　
種
 

  
六
　
　
種
 

管
理
職
手
当
額
 

 
110,100円

 
  

 95,700円
 

  
 90,900円

 
  

 81,800円
 

  
 72,700円

 
  

 71,500円
 

  
 62,600円

 
 

別
表
第
七
の
二
　
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
管
理
職
手
当
支
給
額
表
（
第
二
十
五
条
の
二
関
係
）
 

　
備
考
　
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を
定
め
 

　
　
　
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
 

　
　
　
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
て
、
 

　
　
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。
 

      　
  一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満
 

　
　
　
　
の
額
 

       　
 二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
 

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超
 

　
　
　
　
え
る
額
 

        　
三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
 

　
　
　
　
当
額
未
満
の
額
 

        　
四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

　
　
　
　
当
額
を
超
え
る
額
    

別
表
第
七
の
三
　
再
任
用
職
員
の
管
理
職
手
当
支
給
額
表
（
第
二
十
五
条
の
二
関
係
）
 

　
備
考
　
こ
の
表
に
定
め
る
上
段
の
号
給
数
は
条
例
第
八
条
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
 

 　
　
員
以
外
の
職
員
に
、
下
段
の
号
給
数
は
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
適
用
す
る
。
 

昇
給
の
号
給
数
 

   
４
以
上
 

   ３ 

の
に
あ
つ
て
 

は
、
３
）
 

 ２
 

   １ 

   ０ 



別
表
第
七
の
三

再
任
用
職
員
の
管
理
職
手
当
支
給
額
表
（
第
二
十
五
条
の
二
関
係
）

備
考
　
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を
定
め

る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当

の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満
　

の
額

二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区

分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超

え
る
額

三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手

当
額
未
満
の
額

四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄

に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

当
額
を
超
え
る
額

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
山
梨
県
警
察
職
員
給
与
条
例
第
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
す
る
職
を
占
め

る
職
員
の
う
ち
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
以
下

「
新
規
則
」
と
い
う
。）
第
二
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
額
が
経
過
措
置
基
準
額

に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
に
は
、
当
該
管
理
職
手
当
の
額
の
ほ
か
、
当
該
管
理
職
手
当
の
額
と

経
過
措
置
基
準
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切

り
捨
て
た
額
）
を
管
理
職
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

一
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
百

二
　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
七
十
五

三
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
五
十

四
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
　
百
分
の
二
十
五

３
　
前
項
に
規
定
す
る
経
過
措
置
基
準
額
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
い
う
。

一
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ

り
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す
る
職
員
以
外
の
も
の
の
う
ち
、
相
当
区
分
等
職
員
（
同
日
に
お
い
て

占
め
て
い
た
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
第
二
十
五
条

に
規
定
す
る
別
表
第
七
管
理
職
手
当
支
給
区
分
表
に
掲
げ
る
職
に
係
る
同
表
の
支
給
区
分
欄
に
定

め
る
区
分
（
以
下
「
旧
区
分
」
と
い
う
。）
又
は
旧
区
分
よ
り
高
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別

表
第
七
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
対
応
す
る
同
表
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。

第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

同
日
に
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
管
理
職
手
当
の
額

二
　
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す
る
職
員
以
外
の
も
の

の
う
ち
、
下
位
区
分
等
相
当
職
員
（
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
支

給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
対
応
す
る
同
表
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員
を
い
う
。
第
四
号
に
お

い
て
同
じ
。）

同
日
に
当
該
旧
区
分
よ
り
低
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
支
給
区

分
欄
に
掲
げ
る
区
分
を
適
用
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の

額
三
　
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
相

当
区
分
等
職
員
　
同
日
に
そ
の
者
が
当
該
下
位
の
職
務
の
級
に
降
格
し
た
と
し
た
な
ら
ば
そ
の
者

が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

四
　
施
行
日
の
前
日
に
属
し
て
い
た
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す
る
も
の
の
う
ち
、
下

位
区
分
等
相
当
職
員
　
同
日
に
そ
の
者
が
当
該
下
位
の
職
務
の
級
に
降
格
し
、
か
つ
、
旧
区
分
よ

り
低
い
区
分
に
相
当
す
る
新
規
則
別
表
第
七
の
支
給
区
分
欄
に
掲
げ
る
区
分
を
適
用
し
た
と
し
た

な
ら
ば
そ
の
者
が
受
け
る
こ
と
と
な
る
管
理
職
手
当
の
額

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
三

職
務
の
級
 

  
９
　
　
級
 

        
８
　
　
級
 

        
７
　
　
級
 

 

支
給
区
分
 

 
二
　
　
種
 

  
三
　
　
種
 

  
三
　
　
種
 

  
四
　
　
種
 

  
五
　
　
種
 

  
五
　
　
種
 

  
六
　
　
種
 

管
理
職
手
当
額
 

 
96,400円

 
  

83,800円
 

  
77,300円

 
  

69,500円
 

  
61,800円

 
  

56,000円
 

  
49,000円

 

　
備
考
　
別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
管
理
職
手
当
の
額
を
定
め
 

　
　
　
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
を
占
め
る
職
員
に
支
給
す
る
管
理
職
手
当
 

　
　
　
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
当
該
職
の
支
給
区
分
を
考
慮
し
て
、
 

　
　
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。
 

      　
  一
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
　

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
高
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
未
満
　

　
　
　
　
の
額
 

       　
 二
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
に
、
当
該
職
の
支
給
区
 

　
　
　
　
分
よ
り
一
段
低
い
支
給
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
を
超
 

　
　
　
　
え
る
額
 

        　
三
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
上
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
 

　
　
　
　
当
額
未
満
の
額
 

        　
四
　
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
下
位
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
同
表
の
職
務
の
級
欄
 

　
　
　
　
に
、
当
該
職
の
支
給
区
分
に
係
る
管
理
職
手
当
額
の
区
分
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
職
手
　

　
　
　
　
当
額
を
超
え
る
額
 



五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
ほ
か
、
施
行
日
以
後
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い
地
方
公
務
員
、

国
家
公
務
員
、
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ

れ
ら
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
た
者
か
ら
人
事
交
流
等
に
よ
り
引
き
続
き
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
の
う
ち
、
部
内
の
他

の
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
前
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
準
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
職
員
　
あ

ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と
協
議
を
行
い
そ
の
承
認
を
得
た
額

（
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

４
　
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事

委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
新
規
則
第
十
六
条
」
を
「
規
則
第
十
六
条
」
に
、「
新
規
則
第
十
四
条
第
一
項
」

を
「
規
則
第
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
新
規
則
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
規
則
第
十
六
条
第
一
項
」

に
、「
新
規
則
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
職
員
で
」
を
「
特
定
職
員
（
職
務
の
級
が

八
級
以
上
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
」
に
、「
新
規
則
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規

定
す
る
特
定
職
員
に
」
を
「
特
定
職
員
に
」
に
、「
新
規
則
第
十
九
条
」
を
「
規
則
第
十
九
条
」
に

改
め
る
。

附
則
第
八
項
の
見
出
し
中
「
特
定
職
員
の
」
を
削
り
、
同
項
中
「
新
規
則
第
十
九
条
の
四
第
一
項
」

を
「
規
則
第
十
九
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
号
給
数
」
と
、「
Ｅ
」
と
あ
る
の
は
「
Ｅ
（
条
例
第
八

条
の
四
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、
Ｄ
又
は
Ｅ
）」
を
「
号
給
数

（
当
該
号
給
数
が
負
と
な
る
と
き
は
、
零
）」
に
改
め
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
三

削
除

第
二
十
五
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
六

削
除

第
三
十
条
第
一
項
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支
援
学
校
」
に
改

め
、「
養
護
教
諭
」
の
下
に
「
、
栄
養
教
諭
」
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
又
は
特
別
支
援
学
校
」
に

改
め
る
。

第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
私
服
作
業
手
当
）

第
三
十
二
条

私
服
作
業
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
警
察
職
員
に
対
し
て
支
給
す
る
。

一
　
私
服
員
と
し
て
主
と
し
て
犯
罪
の
予
防
及
び
捜
査
並
び
に
被
疑
者
の
逮
捕
に
従
事
し
た
警
察
官

の
業
務

二
　
青
少
年
の
補
導
業
務
に
従
事
し
た
少
年
補
導
職
員
の
業
務

２
　
前
項
の
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
　

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
業
務
　
五
百
六
十
円

二
　
前
項
第
二
号
の
業
務
　
二
百
二
十
円

第
三
十
二
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
犯
罪
鑑
識
手
当
」
を
「
鑑
識
作
業
手
当
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
前
項
の
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
現
場
の
業
務
　
五
百
六
十
円

二
　
内
勤
の
業
務
　
二
百
八
十
円

第
三
十
二
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
五

削
除

第
三
十
二
条
の
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
七

削
除

第
三
十
二
条
の
八
第
二
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
前
項
第
二
号
の
額
は
、
業
務
一
回
に
つ
き
千
二
百
四
十
円
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
第
四
号
中
「
普
通
自
動
車
運
転
免
許
技
能
試
験
」
を
「
大
型
自
動
車
運
転

免
許
技
能
試
験
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中
「
看
守
、
護
送
手
当
、
術
科
指
導
手
当
、
警
ら
手
当

及
び
交
通
警
察
業
務
手
当
」
を
「
私
服
作
業
手
当
、
鑑
識
作
業
手
当
、
看
守
、
護
送
手
当
、
警
ら
手
当
、

交
通
警
察
業
務
手
当
、
銃
器
犯
罪
捜
査
従
事
手
当
及
び
身
辺
警
護
等
作
業
手
当
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
六
項
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
、
消
防
実
技
訓
練
指
導
手
当
、
温
室
内
作
業
手
当
」
を
削
り
、「
看
守
、

護
送
手
当
、
術
科
指
導
手
当
」
を
「
私
服
作
業
手
当
、
鑑
識
作
業
手
当
、
看
守
、
護
送
手
当
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
看
守
、
護
送
手
当
、
術
科
指
導
手
当
、
警
ら
手
当
及
び
交
通
警
察
業
務
手
当
」
を

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
四



「
私
服
作
業
手
当
、
鑑
識
作
業
手
当
、
看
守
、
護
送
手
当
、
警
ら
手
当
、
交
通
警
察
業
務
手
当
、
銃
器

犯
罪
捜
査
従
事
手
当
及
び
身
辺
警
護
等
作
業
手
当
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
養
護
教
諭
」
の
下
に
「
、
栄
養
教
諭
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
号
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
若
し
く
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
、

同
条
第
六
号
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
百
分
の
十
・
九
五
」
を
「
百
分
の
十
一
・
九
五
」
に
改
め
る
。

附
則
別
表
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
則
別
表
（
附
則
第
二
項
関
係
）

支
　
給
　
割
　
合
　

支
　
　
　
給
　
　
　
地
　
　
　
域

百
分
の
十
三
・
九
五
　
東
京
都
特
別
区
　

百
分
の
十
一
・
九
五
　
神
奈
川
県
横
浜
市
　
大
阪
府
大
阪
市

百
分
の
七
・
九
五

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

百
分
の
四
・
九
五

静
岡
県
静
岡
市

百
分
の
三
・
九
五

茨
城
県
水
戸
市

百
分
の
〇
・
九
五

山
梨
県
下
全
域
　
長
野
県
長
野
市
及
び
諏
訪
市
　
岐
阜
県
岐
阜
市

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
記
録
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
２
の
項
中
「
事
務
吏
員
、
技
術
吏
員
、
警
察
官
そ
の
他
の
職
相
互
間
で
職
員
を
異
動
さ
せ

る
」
を
「
試
験
区
分
、
試
験
職
種
又
は
選
考
の
対
象
と
な
る
職
の
区
分
を
異
に
す
る
職
に
任
命
す
る
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
２
の
項
中
「
異
動
す
る
」
を
「
任
命
す
る
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
五



委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
ハ
中
「
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
又
は
養
護
学
校
」
を
「
特
別
支
援
学
校
」
に
改

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
　
淺
　
　
井
　
　
和
　
　
夫

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
　
の
　
他

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程
第
一
号

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者

山
梨
県
商
工
労
働
部
長
　
　
横
　
　
森
　
　
良
　
　
照

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
六
年
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
者
規
程

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
九
章
　
図
書
室

目
次
中
「
修
業
年
限
及
び
学
生
定
員
」
を
「
学
生
定
員
、
修
業
年
限
等
」
に
、

第
十
章
　
科
目
等

第
十
一
章
　
賞
罰

等
（
第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条
）

履
修
生
及
び
公
開
講
座
（
第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条
）

を
「
第
九
章
　
賞
罰
（
第
二
十
五
条
・
第

（
第
二
十
九
条
・
第
三
十
条
）

」

二
十
六
条
）」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
教
育
委

員
会
規
則
第
十
号
）」
を
「
山
梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
教
育

委
員
会
規
則
第
十
号
）」
に
改
め
る
。

「
第
二
章
　
課
程
等
の
組
織
、
修
業
年
限
及
び
学
生
定
員
」
を
「
第
二
章
　
課
程
等
の
組
織
、
学
生

定
員
、
修
業
年
限
等
」
に
改
め
る
。

「
専
門
課
程

第
二
条
第
一
項
中
「
次
の
課
程
」
を
「
専
門
課
程
」
に
改
め
、

を
削
り
、
同
条
第
二

一
般
課
程
」

項
中
「
研
究
科
」
を
「
高
度
技
術
専
門
コ
ー
ス
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３
　
前
項
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
校
長
が
別
に
定
め
る
。

４
　
校
長
は
、
学
校
に
公
開
講
座
を
設
け
、
開
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
中
「
次
の
学
科
」
を
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
学
科
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

課
　
　
　
　
　
　
程

入
　

学

定

員

総
　
　
定

員

専
門
課
程

五
十
人

百
人

第
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「（
修
業
年
限
等
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
学
校
」
を
「
専
門
課
程
」
に
改
め
、

「
専
門
課
程
及
び
一
般
課
程
に
あ
つ
て
は
」
及
び
「
、
研
究
科
に
あ
つ
て
は
一
年
」
を
削
り
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
専
門
課
程
へ
の
在
学
期
間
は
、
四
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
に
規
定

す
る
休
学
の
期
間
は
、
こ
れ
に
算
入
し
な
い
。

第
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
学
年
は
、
次
の
三
期
に
分
け
る
。

一
学
期
　
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

二
学
期
　
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

三
学
期
　
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

第
七
条
第
一
項
第
四
号
中
「
九
月
十
日
」
を
「
八
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
月

七
日
」
を
「
一
月
四
日
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
四
月
十
日
」
を
「
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
履
修
単
位
数
及
び
授
業
時
数
」
を
「
授
業
時
数
及
び
履
修
単
位
数
」
に
改
め
、

山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
九
号
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

二
六



同
条
中
「
授
業
科
目
、
履
修
単
位
数
及
び
授
業
時
数
」
を
「
専
門
課
程
の
授
業
科
目
、
授
業
時
数
及
び

履
修
単
位
数
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
三
十
週
」
を
「
二
十
六
週
」
に
、「
終
了
」
を
「
修
了
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
第
一
号
中
「
一
時
間
の
講
義
に
対
し
教
室
外
に
お
け
る
二
時
間
の
準
備
又
は
学
習
を
必
要
と
す
る
こ

と
を
考
慮
し
、
毎
週
一
時
間
十
五
週
の
講
義
を
」
を
「
十
六
時
間
の
講
義
を
も
っ
て
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「
実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
実
験
室
、
実
習
室
等
で
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
毎

週
三
時
間
十
五
週
の
実
験
、
実
習
又
は
実
技
」
を
「
実
習
に
つ
い
て
は
、
三
十
二
時
間
の
実
習
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
卒
業
の
要
件
）

第
十
一
条

学
校
を
卒
業
す
る
に
は
、
専
門
課
程
に
二
年
以
上
の
期
間
在
学
し
、
総
授
業
時
数
を
千
七

百
十
二
時
間
以
上
履
修
し
、
単
位
数
を
五
十
五
単
位
以
上
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
授
与
等
」
を
「
授
与
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
一
般
課
程
生
」

を
削
り
、「
し
、
研
究
科
生
に
は
修
了
証
書
を
授
与
す
る
」
を
「
す
る
と
と
も
に
、「
専
門
士
（
工
業

専
門
課
程
）」
の
称
号
を
付
与
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
一
般
課
程
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
規
則
（
平
成
十
七
年
文
部
科
学
省
令
第
一
号
）
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
（
同
規
則
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
大
学
入

学
資
格
検
定
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
十
三
号
）
に
よ
る
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格

し
た
者
を
含
む
。）

第
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
三
箇
月
」
を
「
一
月
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
専
門
課
程
及
び
一
般
課

程
に
あ
つ
て
は
」
及
び
「
、
研
究
科
に
あ
つ
て
は
通
算
し
て
一
年
」
を
削
る
。

第
十
九
条
中
「
助
教
授
、
講
師
」
を
「
准
教
授
、
講
師
、
助
教
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
助
手
」
を
「
助
教
」

に
、「
助
教
授
」
を
「
准
教
授
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

４
　
助
手
は
、
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
業
務
に
従
事
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
教
授
会
」
を
「
職
員
会
議
」
に
、「
助
教
授
、
専
任
の
講
師
、
助
手
及
び
」

を
「
准
教
授
、
講
師
及
び
助
教
並
び
に
」
に
改
め
、「
事
務
局
長
」
の
下
に
「
及
び
課
長
」
を
加
え
る
。

第
九
章
及
び
第
十
章
を
削
る
。

第
十
一
章
中
第
二
十
九
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
第
三
十
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
十
一
章
を
第
九
章
と
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
八
条
関
係
）

学
　
年

科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

授
業
時
数

単
　
位
　
数

第

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
一

六
四

二

一

デ
ザ
イ
ン
基
礎
一

六
四

二

学

貴
金
属
加
工
基
礎
一

六
四

二

年

ワ
ッ
ク
ス
加
工
基
礎

三
二

一

宝
石
加
工
基
礎
一

三
二

一

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
二

三
二

一

デ
ザ
イ
ン
基
礎
二

一
六
〇

五

貴
金
属
加
工
基
礎
二

六
四

二

宝
石
加
工
基
礎
二

三
二

一

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一

三
二

一

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一

六
四

二

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一

三
二

一

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
一

六
四

二

貴
金
属
加
工
一

六
四

二

ワ
ッ
ク
ス
加
工
一

三
二

一

第
一
学
年
授
業
時
数
及
び
履
修
単
位
数
計

八
三
二

二
六

第

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
二

三
二

一

二

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
二

六
四

二

学

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
二

三
二

一

年

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
二

三
二

一

ジ
ュ
エ
リ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一

一
二
八

四

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
三

三
二

一

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
三

三
二

一

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
三

六
四

二

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
三

六
四

二

選
択
実
習
（
各
三
二
時
間
の
授
業
時
数
で
一
単
位
）

六
四
以
上

二
以
上

宝
石
加
工

貴
金
属
加
工
二
│
Ａ

貴
金
属
加
工
二
│
Ｂ

ワ
ッ
ク
ス
加
工
二

ジ
ュ
エ
リ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
二

三
〇
四

一
〇
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梨
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第
二
学
年
授
業
時
数
及
び
履
修
単
位
数
計

八
四
八
以
上

二
七
以
上

第

集
中
講
義
（
各
一
六
時
間
の
授
業
時
数
で
一
単
位
）

三
二
以
上

二
以
上

一

集
中
講
義
Ａ

学

集
中
講
義
Ｂ

年

集
中
講
義
Ｃ

及

集
中
講
義
Ｄ

び

集
中
講
義
Ｅ

第

集
中
講
義
Ｆ

二

集
中
講
義
Ｇ

学

集
中
講
義
Ｈ

年共

第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
共
通
の
授
業
時
数
及
び
履

三
二
以
上

二
以
上

通

修
単
位
数
計

授
業
時
数
及
び
履
修
単
位
数
合
計

一
、
七
一
二

五
五
以
上

以
上

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
専
門
課
程
の
宝
石
学
科
、
宝
石
・
貴
金
属
加
工
学
科
及
び
宝
飾
デ

ザ
イ
ン
学
科
に
在
学
す
る
者
が
同
年
四
月
一
日
以
降
も
引
き
続
き
在
学
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
者

は
、
同
日
以
降
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
学
科
に
転
籍
す
る
も
の
と
す
る
。

発
行
者
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梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
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丁
目
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番
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号
　
　
　
　
　
印
刷
所
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ン
ニ
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目
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番

山
梨
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